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第12期第３回武蔵野市情報公開委員会 会議要録 

 

○日時 令和２年10月27日（火） 午後６時～７時30分 

○場所 武蔵野ふるさと歴史館 

○出席者 委員 ７名 

事務局 ３名 生涯学習スポーツ課ふるさと歴史館係公文書専門員 １名 

 

１．会議次第 

１ 議事 

⑴  歴史公文書について 

⑵  第２回委員会会議要録について 

⑶ 「武蔵野市情報公開条例の解釈・運用の手引」の改定について 

⑷  令和２年度の開示等状況について 

  ⑸ ＣＩＭコラムのテーマについて 

⑹ その他 

 

２．議事における会議要録 

⑴  歴史公文書について 

（公文書専門員） ［公文書専門員から、公文書制度について説明があった］ 

（ 委 員 長 ） 質問や意見があればお願いします。 

（ 委 員 ） 文書の廃棄は教育委員会の同意が必要ということですが、これは全 

国的に見た場合、独特なのか、それとも一般的なことなのか、教えて

ください。 

（公文書専門員） 廃棄については、歴史公文書等の管理に関する条例の中で定めてい

るのですが、教育委員会で決定しているところは、あまりありません。 

全国的な数を押さえていないので分かりませんが、割と先進的な文

書管理を行っていると言われている神奈川県では、公文書館長の許可

によって廃棄できるようになっています。神奈川県では総務部につい

ている部署なので、教育委員会の同意というのは、珍しいのかなと思

います。 

（ 委 員 ） 市長部局ではなく、教育委員会が廃棄を判断する理由というのはあ 

るのでしょうか。 

（公文書専門員） 移管の何が大事かというと、公文書管理では、作成している機関か

ら切り離すというのが大事なことです。作成している機関から切り離

すことによって、改ざんなどを防止し真正性を保つということになり

ます。なので、実施機関から切り離して教育委員会に移すという形に

なっています。 

   教育委員会の文書は教育委員会に移管しているのではないかと疑問

に思われるかもしれませんが、教育委員会でも同じような規則を定め

ています。作成のところと切り離すというのが、制度として大事なと

ころです。 

（ 委 員 長 ） ほかにいかがでしょうか。 

（ 委 員 ） 公文書の保存スペースはまだ余裕があるのでしょうか。 
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（公文書専門員） 担当としては、あれもこれも移したいと思ってしまうことがありま

す。ふるさと歴史館ができたのが平成26年なのですが、一応、数十年

間は入るだろうというのが、今、回答できる最大限のところです。 

   なぜ、そのように多くの文書を移管しているのかと考えると、私が

以前勤めていた公文書館では、例えば福祉に関する文書は基本的に国

とか都道府県が決定したものをそのまま行い、独自事業はなかなかな

いので、移管することはほとんどありませんでした。武蔵野市では、

例えばテンミリオンハウスなどの施策は市独自です。独自の福祉施策

を実施しているとなると、これは移管せざるを得ないということにな

ります。武蔵野市は独自の事業が多くあるので、収蔵庫が埋まってき

てしまっているというのが私から回答になります。 

（ 委 員 ） 文書は資料として重要だと思うのですが、また何年後かに武蔵野市 

史を作る予定はありますか。 

（公文書専門員） 教育委員会が作った武蔵野市史というのが、昭和40年代で終わって

いるので、市史は近現代の記述が薄いのです。一方で、武蔵野市百年

史のほうは近現代の記述が充実しており、続編のほうでは土屋市長が

退任するまでをカバーしています。その後の邑上市政のもの、松下市

政のものを編さんするならば、そういった事業があるかもしれません。 

        ただ、歴史館の事務分掌について、今年、市史編さんに関すること

が図書館から移管されましたので、ふるさと歴史館がその編さん機能

を持っています。 

（ 委 員 長 ） 図書館から移されたのですか。 

（公文書専門員） ふるさと歴史館に移管されています。なので、市史に関することを

編さんするとなると、ふるさと歴史館が担うことが事務分掌で定まっ

ています。 

（ 委 員 ） デジタルデータで作成したものも収集の対象になっていますか。 

（公文書専門員） 歴史公文書等は、「文書等」なので、電子データも移管を受ける制度

設計になっています。 

   ただ、武蔵野市の場合、職員の経理、例えば出張の申請といったも

のは電子申請になっていますが、ほとんどのものが紙決裁ですので、

今のところ電子データの移管は発生していません。今後、電子決裁等

が導入され数十年間経過した場合には、ふるさと歴史館に移ってくる

可能性があると思うので、そのときには、システムで移管のデータを

文書庫から移してこなくてはならない可能性があります。 

   よその自治体ですと、埼玉県の戸田市などは、電子公文書が100％に

近いので、既に公文書館施設で電子公文書を受け入れています。戸田

市は戸田市アーカイブズ・センターという公文書館施設を持っており、

そういったシステムで実行していると聞いています。 

（ 委 員 ） 今の説明で決裁について話があったのですが、デジタルというかコ 

ンピューター上で決裁しているのかなと思うのですが、いかがですか。 

（事 務 局） 決裁は、先ほど公文書専門員が言っていたように、職員の休暇や出

張は電子決裁をしていますが、それ以外は紙で決裁しています。 

（ 委 員 ） 普通、文書番号は電子的に振っているところですが、作成したかな 

りの文書は、まだ紙で決裁しているということですか。 

（事 務 局） 文書管理システムは導入しています。文書管理システムでは、電子

データも保存できるのですが、紙で決裁を取り、それが原本というの

が、現在の取り扱いです。システムで起案すると、起案書が出力され、
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決裁した起案書が原本の扱いになります。 

   電子決裁は、職員の休暇や給与等の庶務事務的なものを電子決裁で

行っているところです。 

（ 委 員 長 ） ちなみに、文書を電子化する可能性はあるのですか。 

（公文書専門員） 企画調整課で10年間保存文書のデジタル化事業を行っていたのです

が、デジタル化の技術等、保存していくシステムが安定していなかっ

たこともあり、平成29年からふるさと歴史館でまずは紙できちんと保

存し、整理を行っています。その後に電子化する可能性があると思い

ますが、原本を全部保存する形を取っています。 

        私が着任したときの一番大きい仕事は、電子化に備えた段ボール箱

600箱程度の文書を見て、60箱程度にまで減らすという作業でした。箱

の中を見て、本当に大事なものと大事ではないもの、一緒に入ってい

るものは不要であるとかいった選別をしました。そのような内容の選

別をして、初めて減らすことができるもので、その選別が難しいと思

うので、全部一括で電子化するか、全くしないかという選択肢になり

がちですが、現物を直接目で見て判断するところが武蔵野市の特徴的

なところだと思います。 

        先ほど武蔵野市の場合、引継ぎ文書が１年間で１万件と言いました

が、国ですと、１年間で1,500万件ぐらいあるのだそうで、私と同じよ

うな職員を何人も抱えていて、１人当たりの年間の作業量を30万件と

しています。ずっとリストを右クリック、左クリックで選別するので、

現物を見に行くという余裕は全くありません。各省庁が持っているも

のなので見ることができなくて、武蔵野は実際に現場に行って現物を

見ることができるのは、なかなかよくできたシステムではないかと思

います。仰々しいタイトルがついているが、コピーが１枚しかないと

か、そういうものもあるので、見ないと分からないです。逆にこれは

どうかと思うようなぼんやりしたタイトルだった場合に、見に行くと、

見に行ってよかったというものがあったりしますので、現物を見に行

くことができるというのも、武蔵野市のような小規模な自治体では、

いいシステムなのかなと思います。 

（ 委 員 長 ） よろしいでしょうか。ありがとうございました。 

（事 務 局） 公文書専門員は、後ほど、館内を見学する際に案内していただきま

すが、ここで一旦退席させていただきます。よろしくお願いいたしま

す。 

（公文書専門員） どうもありがとうございました。 

 

 

⑵ 第２回委員会会議要録について 

（ 委 員 長 ） 第２回委員会会議要録について、既に事前に郵送されていますが、 

一部変更があります。差し替えの会議要録について、事務局から説明を

お願いします。 

（事 務 局）［第２回委員会会議録案の差し替えで、修正した箇所を説明した。］ 

       差し替えにより修正した箇所は以上です。ほかに修正等がありまし

たらお願いします。 

（ 委 員 長 ） 何か修正点はありますか。今日以降でも構いませんので、気付いた 

点があれば、来週中に事務局まで連絡をしてください。 

（その後、原案で確定とした。） 
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⑶ 「武蔵野市情報公開条例の解釈・運用の手引」の改定について 

（事 務 局）［「武蔵野市情報公開条例の解釈・運用の手引」の改定について説明が

あった。］ 

（ 委 員 長 ） 質問ですとか、意見があれば、いかがでしょうか。 

手引の方はゆっくり見ていただきまして、何かあれば、後ほどでもい

いので意見等をお願いしたいと思います。こういった手引に基づいて、

情報公開事務をしていくというのは必要かなと思いました。 

よろしいでしょうか。 

 

⑷ 令和２年度の開示等状況について 

（事 務 局） ［令和２年７月１日から令和２年９月30日までの開示等請求につい

て、行政文書の開示が33人から66件の請求があり、開示が16件、一部

開示が29件、非開示が２件、文書不存在が18件であった。］ 

（ 委 員 長 ） クオラの請求は続いているという感じがしますが、委員の皆様から 

質問・意見等はありますか。 

（ 委 員 ） コロナウイルス感染症の文書というのがありましたが、武蔵野市の 

発表は他市や東京都と違って、一般の市民が目にするのは、武蔵野市の

感染者が何名になりましたという情報ぐらいなのですが、発表について

はどういう基準を市は決めているのですか。三鷹市のように、もっと早

く、クラスターが出たと発表するところもあるのですが、武蔵野市はそ

ういう発表が少ないと思っているのです。 

（事 務 局） 武蔵野市ではクラスターは出ていないというところです。新型コロ 

ナの対策本部会議で発表の仕方というのを決めています。ただ、23区と

は違って、保健所を市が設置していませんので、来る情報も限られてい

るというところです。例えば、学校ですと関係者という形になっていた

りするので、その中でできる情報の提供をしているというところです。

やはり23区とは違い、保健所があるかないかというのは、大きいところ

だと思います。 

（ 委 員 ） 市役所の職員の方が感染したときも、公開が遅かったような気がす 

るのです。 

（事 務 局） ＰＣＲ検査の結果ですぐに発表をしていると思うのですが、やはり 

検査の期間というところで、まだ陽性か陰性かというところもあったの

ではないかと思います。対策本部で、例えば職員でしたら、部署とか、

男女とか、発表するものが決められていて、それどおりに報告がされて

おりますし、ホームページ等で市民の皆様にも報告しているところです。

市民部内でも陽性者が出たのですが、市民部のどこの課は分からないと

ころです。自分たちの課でなければで、そうではないというのは分かる

のですが、どこかは分からないという形にはなっています。 

（ 委 員 ）  高齢者を抱えているような家庭は、ここでコロナ陽性者が出ていま 

すよという情報が意外と必要なのです。福祉関係をやっていると、そう

いった情報は皆さんに知らせたほうがいいということもあるのですが、

そういう情報は出てないことが多いです。人数的にも増えてきているよ

うな状況なので、ここで事業等を開始していいものか、判断をしなくて

はならないのにもかかわらず、情報が少ないために決めかねるところも

あります。開始してから、周囲に感染者が増えているという情報が入っ

てくるのは避けたいので、ある程度、情報を聞ける場所をつくってほし

いところです。 
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（事 務 局） 市役所というか、市の組織としては、市民の皆様に出している情報

が全てなのです。職員も気を付けておりますが、急に寒くなったりし

ていますので、体調が悪くなる職員もいるかと思います。 

（ 委 員 ） いや、職員だけに限らず、どこで感染が発生したというような、場 

所とかそういうことです。 

（事 務 局） あとは、民間についてですが、民間部門は各々でどう判断するかと

いうのもあるとは思います。 

（ 委 員 ） 分かりました。 

（ 委 員 長 ） 家庭内感染も増えてきていますし、濃厚接触者ではないとしても、 

関係者が学校に来る可能性もあるわけです。個人情報にもなるので、変

なふうに伝わってしまうと困るということがあります。 

（ 委 員 ） 日赤で社資を10月に集めたのですが、日赤奉仕団の中でも、個別で 

は行きたくない、増えているから怖いという意見もあるので、なかなか

大変です。 

（ 委 員 長 ） 結論は出ないですね。 

（ 委 員 ） 話が違う方向になってしまってすみません。 

（ 委 員 長 ） ありがとうございました。ほかにいかがでしょうか。 

（ 委 員 ） 経営会議の議事録とありますが、何の経営会議ですか。 

（事 務 局） 経営会議というのは、市長、両副市長と、総合政策部長、総務部長、

財政部長の３部長の計６名をメンバーとする会議です。それが経営会

議という名称になっています。経営会議があることは公表しています

ので、どのようなことを議題にして、どのようなことを話し合ってい

るかということで、開示請求があったというところです。 

（ 委 員 ） そういう会議体が公式にあるということですか。 

（事 務 局） 市長と各部長が集まる主管者会議が、庁議として市の決定機関とな

りますが、小回りがきかないこともあり、それとは別に経営会議とい

うのが置かれています。６人のメンバーで、全庁的に関わることの取

扱や公有財産の取得などが話し合われてるというところです。そうい

う会議を市として設置しており、そこに開示請求が出されたというと

ころです。各々の自治体で、意思の決定をどこで行うかというところ

だと思いますが、市では、割と大きな意思の決定機関となっていると

ころです。 

（ 委 員 長 ） ほかによろしいですか。では、自己情報の開示請求の説明をお願い 

します。 

（事 務 局） ［自己情報開示では15人から16件の請求があり、開示が８件、一部

開示が８件、非開示が０件、文書不存在が０件であったことを説明し

た。］ 

（ 委 員 長 ） これはいかがでしょうか。採用試験の開示請求もあるのですね。 

（ 委 員 ） 請求者区分の表記が抜けているものがありますが。 

（事 務 局） 申し訳ありませんでした。これは本人になります。修正をお願いし

ます。 

（ 委 員 長 ） ほかにいかがでしょうか。よろしいでしょうか。では、審査請求に 

ついて説明をお願いします。 

（事 務 局） [審査請求について事務局から説明を行った。] 

（ 委 員 長 ） 審査請求は棄却の形で終了したということですね。 

（事 務 局） 棄却で終了しました。 

（ 委 員 長 ） よろしいでしょうか。。 
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⑸ ＣＩＭコラムのテーマについて 

（事 務 局） [事務局から１月15日から４月15日までのＣＩＭコラムのテーマにつ

いて、①民生委員②レモンキャブ事業③オリンピック・パラリンピッ

クまであと100日④ごみ収集日、収集地区割の変更について⑤エコreゾ

ート⑥市報の多言語化事業の３テーマを挙げた。] 

（ 委 員 長 ） 「市報むさしの」の10月15日号ＣＩＭコラム「新型コロナウイルス 

感染症にかかる支援」の記事ですが、これは市報の本文２面の支援策

の記事とリンクしているコラムで、非常によかったなと思いました。 

 では、事務局より掲載のテーマ案があがっていますが、ほかにテーマ

の提案をいただきたいと思います。よろしくお願いします。 

（ 委 員 ） コロナウイルス感染症のことですが、防災課でコロナのときの備蓄 

のようなものが出まして、コロナの状況が続く中で、市はどう支援を

していくのかとか、災害時における対応とか、そういったテーマが気

になっています。 

（ 委 員 長 ） ３番の文化・市民生活に属するのでしょうか。コロナ感染症流行時 

に、防災ではどう対応していくかという話ですね。 

（ 委 員 ） はい。 

（ 委 員 長 ） ありがとうございます。ほかにいかがですか。 

（ 委 員 ） ３点ほど考えてきました。吉祥寺グランドデザインが、「季刊むさし 

の」に載っていたのですが、これをまとめた感じで、ＣＩＭコラムで

も載せてもいいかなと思いました。 

（ 委 員 長 ） これは５番都市基盤分野ですかね。 

（事 務 局） 都市基盤になります。 

（ 委 員 ） 吉祥寺東町農業公園が動き出していると思うので、緑・環境だと思 

いますが、取材できる状況であればお願いしたいと思います。 

それから、ロボティックプロセスオートメーション（以下ＲＰＡ）

というのを市が運用し始めているので、その状況もよいかと思ってい

ます。 

（事 務 局） ＲＰＡは行・財政に入ります。定型的な業務について自動的に判断

して、効率化を図るソフトのことです。 

（ 委 員 長 ） どういうことで使うものなのでしょうか。 

（事 務 局） ＯＣＲで読んだものをそのままシステムに取り込むような感じでし

ょうか。そういった手作業の部分を自動化できるようにするものです。

使われ方でよく聞くのは、保育園の入所の手続きでＲＰＡを使用した

ら、職員複数が１か月ぐらいかかっていた事務が、１週間程度ででき

たというものなどです。 

（ 委 員 長 ） ＡＩとかそういうのも使いながらでしょうか。 

（事 務 局） ＡＩを使う場合もあります。例えば税の関係とか、繁忙期にあるよ

うな単純作業において、機械が判断して振り分けてくれるというとこ

ろです。今年の市民税課税業務に取り入れて、ある程度超過勤務が減

ったとか、そういうことがあったかと思います。 

（ 委 員 ） 自分のイメージでは、ＲＰＡだけに特化しないで、市の業務の簡略 

化というか、政府の押印廃止の掛け声で市役所がどうなっているかと

か、そういうところまで含めて取材できたら面白いのではと思ってい

ます。 

（ 委 員 長 ） ＲＰＡは、進めようとしているなら、掲載する方にしてもいいかと 
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思います。早めに取材して、お知らせしたほうがいいかもしれません。 

（事 務 局） すでに効果が出ているものもあります。 

（ 委 員 長 ） では、掲載する方に入れてください。 

（事 務 局） ＲＰＡは、今回の掲載テーマにします。 

（ 委 員 長 ） ほかにありますか。この内容でよろしいですか。今、掲載テーマに 

あがっているものが６個あります。エコｒｅゾートは11月にオープン

となるのですが、市報で特集されませんか。 

（事 務 局） 特集されると思います。 

（ 委 員 長 ） もしそうだとしたら、これは今回でなくてもいいかなと思います。 

（事 務 局） 分かりました。 

（ 委 員 長 ） オリ・パラもなかなか不確定なところがあるので、掲載テーマにし 

ておきますが、選べないということもあるかもしれません。エコｒｅ

ゾートを除いて、ＲＰＡを記載テーマに入れて６個でよいでしょうか。

この６つを選んでおいて、その中から４つ採用してもらうということ

でよろしいですか。 

（事 務 局） ありがとうございます。 

（ 委 員 長 ） こういう感じでテーマを決めていきますので、次回も提案をよろし 

くお願いしたいと思います。それぞれの分野で、自分の身の回りで皆

さんに知っておいてもらえるといいなという情報をＣＩＭのコラムに

載せていくということですので、次回以降も御協力をお願いしたいと

思います。 

   それから、市報ですが、市内に住んでいる方には届くのですけど、

市外の委員の方にも届いていますか。 

（ 委 員 ） 届いています。 

（ 委 員 長 ） 少なくとも、コラムが載っている15日号は届けてほしいと思います 

が、それは大丈夫ですね。では、以上でＣＩＭコラム、よろしいでし

ょうか。 

（ 委 員 ） 思い出したのですが、最近の市報で、レモンキャブが１面で取り上 

げられていませんでしたか。 

（ 委 員 長 ） 20周年で大きく扱っていたということを考えつつも、そのまま挙げ 

たというところがあるので、市報に大きく出たというのならば、外し

てもいいかと思います。掲載されたのは、今月でしたっけ。 

（事 務 局） 10月15日号です。 

（ 委 員 ） さすがに少し近いような気がするので。 

（ 委 員 長 ） よろしいでしょうか。 

（事 務 局） 分かりました。では、レモンキャブを除いた５つのテーマから選ぶ

ようにいたします。 

 

⑹ その他 

 [次回委員会の日程及び会場について調整を行った。] 

（ 委 員 長 ） 本日は、以上で終わります。この後、歴史公文書など武蔵野ふるさ 

と歴史館の見学を予定していますので、参加できる方はお願いしたい

と思います。 


